




















































































































































































































































































































































































































































藁半紙に謄写版刷りされたもので、昭和３0（1955）年 4月 ３日・ 4日付けであ
る。目録中の第 5番には上記③『戊申　平曲吟譜　大全《岩淵本》』が、第16
番には上記④『平家物語《高楷訪月本》』が掲載されている。
　平曲特別研究会は、中田（1955）・岸辺（1966）によると、東洋音楽学会・
東京大学国語国文学会・国語学会の共催で行われたもので、昭和３0（1955）年
4月 ３日に「平曲研究会」（於：丸の内・日本工業倶楽部）、翌 4日に「平曲講
習会」（於：原宿・日本録音スタディオ）で行われたものである。展観は、そ
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図 8　平曲特別研究会展観資料目録
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の会期に合わせて行われた模様で、目録によると、出展者は、渥美かをる、石
原金一、岩淵悦太郎、大野晋、岸辺成雄、金田一春彦、高橋貞一、田辺尚雄、
富倉徳次郎、藤井制心、横道万里雄、吉川英士、愛知県立女子短大、早大内演
劇博物館、東京教育大学、東京芸術大学で、合計３8点の平曲が展示された。
　この展観に岩淵悦太郎が資料を提供した背景には、国立国語研究所の非常
勤（注11）であった金田一春彦の働きかけがあった模様である。金田一（1997）
の跋文によると、昭和27（1952）、28（195３）年から、３0（1955）年のことと
して、岩淵と平曲の関わり、東洋音楽学会との関わりを記している。
このころ、国立国語研究所が平曲の研究に動き出した。研究所の副所長岩
淵悦太郎氏は若いころ平曲にちょっと関心をもっていた。私は国立国語研
究所の研究員の肩書をもっていたので、館山師を東京に招き。「大原御幸」
その他の演奏を録音した。　…中略…　昭和３0年、東洋音楽学会で岸部氏
が平曲を特集する研究会を計画し、私はその企画構成を委ねられた。私は
少しでも多くの人を集めるために、理事をしていた国語学会にも呼びかけ
て二つの学会の合同の大会とした。（跋文）
　こうしたことも含め、平家物語、平曲の研究者との研究上の交流は、研究所
入職後のみならず、生涯続いていたことが知られる。
７ ．むすび
　国語史研究者としての岩淵悦太郎について、「平家」（平家物語・平曲）に関
する旧蔵書 8種を手掛かりに、本稿で明らかにできたのは次のことである。
　Ⅰ．‌岩淵は、橋本進吉の昭和 2年の講義「国語音声史の研究」を聴いたこと
が契機となり、国語史資料としての平曲の有用性に目覚めた。
　Ⅱ．‌岩淵は、音韻史研究の道に進むとともに、研究材料として平曲譜本の収
集にもあたっていた。
　Ⅲ．‌岩淵は、国立国語研究所入職後は、職務上の必要性から音韻史研究者と
しての性格を次第に薄めざるをえなかったが、「平家」関連の資料収集
は続けていた。
　Ⅳ．‌岩淵は、「平家」については、自ら研究発表を行うのではなく、後進へ
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の資料提供・情報交換という形で、間接的に学会に貢献する道を選んだ。
　特にⅢ、Ⅳについては、従来は研究所入職後の岩淵は個人的な研究活動をほ
とんど行っていなかったと見られていたために、これまで見過ごされていたと
ころである。
　以上の資料から判明する、研究者との相関図を示し稿を結ぶ。
注
1 ‌　福島県白河市本町３5番地（旧4３番地）の「渋木茶舗」は、店舗・土蔵等が
岩淵悦太郎の生家である造酒屋・岩淵屋の一部であるとされ、岩淵屋の通い
徳利も保管されている。
2 ‌　岩淵の国語史の研究業績については、築島裕（1978）に詳しい。また、岩
淵の音韻史観については、岩淵（1960）が端的に示している。
３　岩淵悦太郎（1977）「まえがき」ⅲページ。
4 ‌　同様のことは、岩淵悦太郎（1960）にも記されている。岩淵は、橋本進吉
著作集第 6冊の解説で「たまたま筆者は昭和 2年に東大国文学科に入学し、
「国語音声史の研究」の講義に親しく接することが出来た」（３54ページ）と
明記している。
5 ‌　岩淵匡によると「父の筆跡ではない」とのこと。稿者が岩淵文庫全体を調
図 9　平曲を軸にした研究者との関わり
「国語音声史の研究」
橋本　進吉
音韻史研究の方向付け
岩淵悦太郎の「平家」への関心
資料の閲覧・情報交換
国語史研究者による
アクセント史研究
金田一春彦・奥村　三雄
軍記研究者による
吟譜系平曲譜本の探査
村上　光徳
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査したところでは、岩淵悦太郎の書き込みが見られる資料は、青焼き複写を
製本したものだけで、写本・板本には書き込みをするのではなく、紙片を挟
む方法をとっている。
6 ‌　高野辰之（1876-1947）は、専修大学校歌・応援歌（大正15（1926）年）
の作詞者。
7　奥村三雄（1981）ほか。
8　金田一春彦（1997）ほか。
9　上野和昭（2000、2001）ほか。
10‌　村上光徳は、同資料について昭和44（1969）年に「市立米沢図書館蔵‌平
志吟譜‌木村本」と題する論文を発表している。
11‌　国立国語研究所（1978）に掲載の「国立国語研究所歴代職員一覧」よると、
金田一春彦の在職期間は「昭和24（1949）年 2月28日～28（195３）年 ３月３1
日」で、職名・所属は「非常勤（研究第 1部第一研究室）」とある。
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